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古小だより� ～澄んだ空の青と鮮やかな校庭の緑に囲まれて～

素晴らしい運動会！
　５月 24 日㈯、澄みきった青空と鮮やかな緑の校庭という素晴らし
い環境のもと、古殿小学校の第４回目の運動会を行いました。白い
半袖シャツと紅白帽がまぶしい子どもたち、全力で真剣に競技し、
汗いっぱいの姿を見せました。小学校生活最後の運動会となる６年

生は、係としての活動もきび
きびとしていました。今年度の優勝は白組で終了しましたが、どち
らが勝ってもおかしくないくらいの接戦でした。子どもたちの頑張
りは本当に素晴らしかったです。
　また、ＰＴＡの役員さん方には、朝から会場準備や駐車場の誘導、
受付、接待、子どもたちの準備係への協力と、運動会の成功に向け
て協力していただきました。ＰＴＡ種目である学年対抗綱引きでは、
集まった保護者さんの多さと迫力ある綱引きに驚きました。

　５月 28 日㈬たまかわ文化体育館で石川地区交通安全子ども自転
車大会が行われました。本校からは２チーム 10 人が参加しました。
４月、５月の２ヶ月間という短い期間の中、日に日に上手になって
大会に参加しました。今年は 12 チームの参加があり、実技のレベ
ルはどのチームも上がっていましたが、本校のチームはＢチームが
５位、Ａチームが８位と昨年より順位を上げました。 

　５月 31 日㈯、 19 名の特設陸上部の子どもたちが 100 ｍ走、80 ｍハードル走、走り幅跳び、走り高跳び、
ボール投げの５種目に参加しました。こちらも自転車部同様、短い期間での練習でしたが、６名が入賞し、
県大会に出場することになりました。

◇活躍！石川地区子ども自転車大会◇

◇今年も県大会へ～全国小学生陸上競技交流大会県南地区予選会～◇

5　
　24
古
殿
小
学
校
大
運
動
会

「
本
気
だ
せ
！
絶
対
と
る
ぞ

�

優
勝
旗
！
」

紅白の勝敗は上学年リレーで決まる？

かなり本気の学年対抗綱引きでした。

緑の芝の上でも全力疾走です。
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６
月
１
日
、
消
防
団
春
季
検
閲
が
町
民
運
動
場
で
開
催
さ
れ
、
２
２
４
人
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

検
閲
で
は
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及
び
分
列
行
進
の
披
露
、
感
謝
状
の
贈
呈
、
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
古
殿
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
入
団
式
と
特
別
演
技
「
め
組
の
パ
レ
ー
ド
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
、
操
作
員
が
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

　

感
謝
状
及
び
表
彰
状
を
受
賞
さ
れ
た
方
、
操
法
大
会
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

消 防 団 春 季 検 閲
幼年消防クラブ入団式

○
平
成
25
年
度
退
職
消
防
団
役
員
感
謝
状

　

前
第
１
分
団
長　

須
藤　
　

忠

　

前
第
２
分
団
長　

緑
川　
　

修

　

前
第
３
分
団
長　

佐
川　

一
男

○
消
防
団
表
彰
（
行
事
へ
の
高
出
席
率
な
ど
）

　

第
１
分
団
２
部
（
田
口
）

○
無
火
災
表
彰
（
５
年
以
上
無
火
災
の
地
区
）

　

第
２
分
団
２
部
（
上
山
上
）

◎
古
殿
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
大
会
結
果

○
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
１
分
団
２
部
（
田
口
）

　

準
優
勝　

第
３
分
団
３
部
（
下
松
川
）

・
優
良
操
作
員

　

指
揮
者　

本
郷　

則
彦
（
第
１
分
団
２
部
）

　

１
番
員　

緑
川　

友
幸
（
第
１
分
団
２
部
）

　

２
番
員　

大
楽　

伸
幸
（
第
１
分
団
２
部
）

　

３
番
員　

小
澤　

嘉
則
（
第
１
分
団
２
部
）

　

４
番
員　

岡
部　

祐
樹
（
第
３
分
団
３
部
）

○
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

　

優　

勝　

第
２
分
団
１
部
（
論
田
）

　

準
優
勝　

第
１
分
団
３
部
（
鎌
田
・
仙
石
）

・
優
良
操
作
員

　

指
揮
者　

渡
邉　
　

剛
（
第
２
分
団
１
部
）

　

１
番
員　

溝
井　

崇
之
（
第
１
分
団
３
部
）

　

２
番
員　

中
瓶
子
和
幸
（
第
１
分
団
３
部
）

　

３
番
員　

窪
木　

利
彦
（
第
１
分
団
３
部
）
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furudono

第６７３号

≪３つの運動≫

1. 時間を守りましょう

2. 自然を大切にしましょう

3. あいさつをしましょう

（平成 26年７月号）

編集　古殿町公民館
電　 話　53 － 2305
ＦＡＸ　53 － 2500

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の
壮

年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
家

庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
、

６
月
15
日
、
町
民
運
動
場
、

古
殿
中
学
校
運
動
場
、
町
民

第
１
体
育
館
で
行
わ
れ
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
10
チ
ー
ム
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
９
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
ー
ル
大
会
で
は
、

下
松
川
ア
ル
コ
ー
ズ
が
13
対

５
で
鎌
田
を
破
り
、
連
覇
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
決

勝
戦
は
、
竹
貫
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
対
仙
石
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
対
戦
。
接

戦
を
制
し
た
竹
貫
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝
し
、

13
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

各
種
目
上
位
２
チ
ー
ム
は
、

玉
川
村
が
会
場
と
な
る
県
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
石
川
地
区
大

会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

できた！～親子交流会～

第4  7回    壮年ソフトボール大会
第5  4回    家庭バレーボール大会

優勝 下松川アルコーズ

優勝 竹貫バレーボールクラブ

準
優
勝
＊
鎌
田

第
３
位
＊
竹
貫
、
論
田

準
優
勝
＊
仙
石
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

第
３
位
＊
鎌
田
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　
　
　

＊
下
山
上
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
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６
月
７
日
、
栃
木
県
那
須
塩
原
市
の
体
験
館
“T

RY

　

T
RY

　

T
RY

”
で
、小
学
生
の
親
子
17
人
が
参
加
し
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
や
、
牛
の
乳
搾
り
な
ど
を
体
験
し
ま

し
た
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
人
見
さ
ん
か
ら
、「
生
き
る
こ
と
は
命
を

い
た
だ
く
こ
と
」、「
感
謝
を
す
る
こ
と
」
の
お
話
し
を

聞
い
て
、
体
験
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
間
近
で
見

る
牛
は
大
き
く
、
あ
た
た
か
で
し
た
。
昼
食
は
、
パ
ン

に
手
作
り
し
た

バ
タ
ー
を
の
せ

て
、
腸
詰
め
し

た
ソ
ー
セ
ー
ジ

と
、
牛
乳
で

作
っ
た
す
い
と

ん
の
汁
物
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。
左
手
は

他
か
ら
も
ら
う

命
、
右
手
は
自

分
の
命
。
だ
か

ら
「
い
た
だ
き

ま
す
」
の
あ
い

さ
つ
は
手
を
合

わ
せ
て
し
ま

す
。
参
加
者
は

有
意
義
な
一
日

を
過
ご
し
ま
し

た
。

親
子
で
食
育
体
験

�

～
親
子
交
流
会

優勝の仙石チーム

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
33
回

　
　

優　

勝　
　

仙
石
チ
ー
ム

　
　

準
優
勝　
　

竹
貫
チ
ー
ム

　
　

第
３
位　
　

や
ぶ
さ
め
チ
ー
ム
（
下
山
上
）

　
　
　

同　
　
　

論
田
チ
ー
ム

　

町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
５
月
20
日
、
町
民
運
動
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
久
田
チ
ー
ム
の
水
野
光
雄
さ
ん
の
選
手
宣
誓
で
試

合
開
始
。
町
内
各
地
区
か
ら
12
チ
ー
ム
が
参
戦
し
、
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

あ
き
ら
め
な
い
プ
レ
ー
で
の
逆
転
劇
や
、
力
を
こ
め

た
一
打
が
で
る
な
ど
好
プ
レ
ー
が
連
発
す
る
中
、
接
戦

を
制
し
た
の
は
、
仙
石
チ
ー
ム
で
し
た
。

　

５
月
18
日
、
町
公
民
館
大
広
間
で
図
書
館
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
あ
の
ね
」
に
よ
る
読
み
聞
か

せ
や
、
リ
ズ
ム
遊
び
な
ど
で
本
の
楽
し
さ
に
触
れ
ま
し

た
。

　

王
さ
ま
の
兵
隊
と
き
つ
ね
と
の
掛
け
合
い
の
『
も
っ

と
お
お
き
な
た
い
ほ
う
を
』、
バ
ナ
ナ
の
な
ぞ
を
絵
本
で

み
る
『
バ
ナ
ナ
の
は
な
し
』、
紙
芝
居
の
『
や
い
て
た
べ

よ
か　

に
て
た
べ
よ
う
か
』、
味
わ
い
の
あ
る
絵
に
見
と

れ
た
『
あ
さ
に
な
っ
た
の
で
ま
ど
を
あ
け
ま
す
よ
』
の

読
み
聞
か
せ
と
、童
謡
の「
げ
ん
こ
つ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
」

の
リ
ズ
ム
で
手
遊
び
を
し
、
昔
話
の
『
お
む
す
び
こ
ろ

り
ん
』
を
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
親
子
カ
ル
タ
を
作
り
、
親
と
子
の
関
係

に
な
る
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
ク
イ
ズ
や
カ
ル
タ
と
り

を
し
ま
し
た
。

　

飛
び
入
り
参
加
の
や
ぶ
さ
め
く
ん
と
の
写
真
撮
影
も

あ
り
、
参
加
し
た
子
供
た
ち
は
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

図
書
館
ま

り
つ
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平
成
26
年
度
の
歴
史
教
室
は
、
６
月
４
日

に
開
講
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
は
20
人
が
出
席
し
、
今
年
度
の

事
業
計
画
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
講
師
の
竹
貫
義
英
氏
の
も
と
「
宮
本
郷

土
史
」
を
読
み
、
参
加
者
同
士
で
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
町
外
研
修
に
出
か
け
た
り
、
町

内
外
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
し
て
、
３
月
に
は

教
室
生
に
よ
る
研
究
発
表
を
行
う
予
定
で
す
。

　

梅
雨
入
り
し
た
６
月
11
日
、
寿
大
学
生
30
人
は
、
移

動
教
室
で
、
宮
城
県
川
崎
町
方
面
を
研
修
し
ま
し
た
。

　

移
動
中
は
雨
で
し
た
が
、
川
崎
町
の
国
営
み
ち
の
く

の
杜
の
湖
畔
公
園
に
着
い
た
時
に
は
雨
も
上
が
り
、
パ

ン
ジ
ー
の
花
に
囲
ま
れ
た
噴
水
が
あ
る「
彩
の
ひ
ろ
ば
」

や
ハ
ス
の
花
が
咲
い
て
い
る
「
や
す
ら
ぎ
の
池
」、
ポ

ピ
ー
が
満
開
の
「
お
花
畑
」
を
ゆ
っ
く
り
見
て
楽
し
み

ま
し
た
。東
北
６
県
の
古
民
家
が
移
築
さ
れ
て
い
る「
ふ

る
さ
と
村
」
で
は
昔
の
話
に
花
が
さ
き
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
本
場
仙
台
の
牛
タ
ン
定
食
を
堪
能
し
て
、

午
後
は
、
秋
保
の
日
本
三
大
名
瀑
と
言
わ
れ
る
、
秋
保

大
滝
を
、
見
学
し
ま
し
た
。
深
い
緑
の
中
に
水
量
の
豊

富
な
滝
の
全
体
が
見
え
て
圧
巻
で
し
た
。

　

学
級
生
は
疲
れ
も
見
せ
ず
、
バ
ス
の
中
で
の
会
話
も
弾
み
、
有
意
義
な
１
日
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

古殿町チーム選手・ボランティア（選手補助）
�� マネージャー募集！

第26回　ふくしま駅伝

　「第26回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）」古殿町チームの選手・ボランティ
ア（選手補助）・マネージャーを募集します。中・高校生や長距離走に自信のある方、自薦他薦は問
いません。ぜひ、“ふるどの”のユニフォームを着て走ってみませんか。新しい力をお待ちしています。

◆開催日時　　11 月 16 日㈰　午前 7 時 40 分スタート
◆コ ー ス 　 白河市総合運動公園陸上競技場～福島県庁前
◆距　　離　　16 区間　95.1km
◆応募資格　　
　●選手　・�平成 26 年 9 月 1 日現在で古殿町に在住の方。（ただし、学生・生徒は保護者が古殿町

に住んでいれば参加できます。）
　　　　　・町外在住者でも、古殿中学校等を卒業した方は、ふるさと選手として参加できます。
※�震災により、次の 10 市町村から古殿町に避難している方につきましては、古殿町（避難先居住地）

から出場ができるなどの特別措置がございますので、詳しくは町公民館へお問い合わせください。
【相馬市、南相馬市、広野町、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、新地町、飯舘村】

　●ボランティア（当日の選手送迎など）
　　・社会人の方
　●マネージャー（練習の補助など）
　　・高校生以上の方
◆申込方法　　町公民館までお越しいただくか、電話でご連絡ください。
◆申込期限　　平成 26 年８月 15 日㈮
◆申込・お問い合わせ　　町公民館　☎５３－２３０５
※選手・マネージャー申込者には後日、練習日程などの詳細を連絡します。
※ボランティア申込者には後日、打合せ会などの日程を連絡します。

歴
史
教
室　

開
講

高
齢
者
学
級
移
動
教
室
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花
片
を
入
れ
て
封
書
幽
か
に
と
き
め
け
る

熟
睡
の
中
の
居
眠
り
さ
く
ら
ど
き�

関
根
栄
三
郎

山
吹
の
黒
実
が
不
思
議
裏
参
道

天
照
の
碑
文
字
太
々
風
光
る�

薄
井　

日
暮

や
せ
細
る
雪
渓
の
先
森
穿
つ�

安
西　
　

博

「
寒
雷
」
や
め
て
一
条
の
葱
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～結婚記念品が支給されます～

クラフトセミナー
参加者募集

初心者の方、大歓迎です！

日　　時　８月 20 日㈬、27 日㈬
　　　　　９月２日㈫、９日㈫
　　　　　10 月１日㈬　各午後７時～９時
場　　所　町公民館　研修室
内　　容　手びねり陶芸・藤作品作り
対　　象　町内成人
定　　員　20 人
参  加  費　材料代
申込期間　７月 25 日㈮まで
申  込  先　町公民館　☎５３－２３０５

　古殿町に住民登録されている人が婚姻届を
し、かつ、引き続き本町に居住する意思がある
ときは、古殿町花嫁相談所から３万円の記念品

（商品券）が支給されます。
　記念品を受けようとする人は、各地区の花嫁
相談員に申し出てください。
　※相談員は各地区にいます。

　古殿町に来町または在住している外国人の方
のために、日本語教室を開催します。
　日常生活に役立つ日本語を勉強しながら、参
加者どうし楽しく交流しましょう。

花嫁相談所からのお知らせ

上 松 川 区 瀬谷　眞澄さん
竹 貫 区 大越　貞治さん 常盤　節子さん
田 口 区 野崎　幸子さん
鎌 田 区 窪木　清彦さん
仙 石 区 渡辺　賢一さん
論 田 区 小平　　廣さん
上 山 上 区 大樂　初徳さん 岡部　照子さん
下 山 上 区 遠藤八重子さん 塩田喜久子さん
大 久 田 区 瀬谷　仁一さん 平松富士子さん
下 松 川 区 鈴木　　好さん 小浜久美子さん

今月の図書 ふれあ い
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日本語教室
参加者
募集！

日　　時　８月５日㈫から隔週火曜日　全 10 回
　　　　　午後７時 30 分～９時
場　　所　町公民館
申込期間　７月 25 日㈮まで
申  込  先　町公民館　☎５３－２３０５
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工事等の名称 工事等場所 工事等量
請負額
（円）

工　期 請負業者名

道路災害復旧工事（町単）
町道越代熊倉線 大久田字越代　地内 復旧延長Ｌ＝ 11.0 ｍ

積ブロックＡ＝ 23.5 ㎡ 3,132,000 H26.9.30 ㈲ダイワ建設
  代表取締役　小浜大作

道路災害復旧工事（町単）
町道下論田後川線 論田字後川　地内

復旧延長Ｌ＝ 7.0 ｍ
法止工　フトンかご工 
Ｌ＝ 30.0 ｍ

2,786,400 H26.8.29 ㈲瀬谷工業
　代表取締役　矢内和弥

道路舗装工事（町単）
町道下論田線 論田字後田　地内 改良舗装工

Ｌ＝ 301.5 ｍ 11,340,000 H26.10.31 ㈲藁谷造園
　代表取締役　藁谷盛一

道路維持補修工事（町単）
町道浪滝悪原線 山上字発地久保　地内

延長等Ｌ＝ 150.0 ｍ
Ｗ＝ 6.4 ｍ
排水工Ｌ＝ 150 ｍ

2,970,000 H26.7.31 ㈲オノカワ
　代表取締役　芳賀好清

古殿町公共工事等の入札結果 　「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」に
基づき、町発注工事の入札結果（250 万円以上）を公表します。

須賀川地方広域消防組合
消防職員募集

平成 27 年度

◆消防職員　（高校卒程度）
◆募集職種　（採用予定人員）　消防職（８人程度）
　※�救急救命士の資格を有している方、又は資格取

得予定の方の積極的な応募をお願いします。
◆募集期間　６月 25 日㈬～８月８日㈮
◆受験資格　�昭和 62 年４月２日から平成９年４月

１日までに生まれた人（学歴は問い
ません）

◆身体の基準
・身長　おおむね 155 ㎝以上
・�視力、色覚　両眼とも裸眼視力 0.3 以上または矯

正視力 1.0 以上で色覚が正常であること
・�聴力　左右とも正常であること
◆試験期日と会場
　第１次試験　９月 28 日㈰　須賀川市立第二中学校
　第２次試験　11 月上旬予定（１次試験合格者のみ）
◆試験の内容
　第１次試験　教養試験、適性検査、作文
　第２次試験　口述試験、健康診断、体力検査
◆申込用紙
　須賀川地方広域消防本部総務課、各消防署（分署、
分遣所、派出所）または須賀川市長沼・岩瀬支所及び
管内の各町村役場総務課で受け取ることができます。
　詳しくは、消防組合ホームページをご覧ください。
◆申し込み問い合わせ先
　　〒 962-0022　須賀川市丸田町 153
　　☎ 0248－ 76－ 3112
◆申込用紙の郵便請求
　封筒の表に「採用試験申込用紙請求」と朱書きし、
須賀川地方広域消防本部総務課職員係あてにお送りく
ださい。その際 92円切手を貼った、あて先明記の返
信用封筒（長形３号：12 ㎝× 23.5 ㎝）を必ず同封
してください。

◆お問い合わせ
　　法務省仙台入国管理局総務課
　　☎ 022－ 256－ 6076
　　《人事担当》　上石・赤井・加藤
◆受験資格
　１．警備官
　　⑴�　平成 26 年４月１日において高等学校又

は中等教育学校を卒業した日の翌日から起
算して５年を経過していない方及び平成 27
年３月までに高等学校又は中等教育学校を
卒業見込みの方

　　⑵�　人事院が上記に準ずると認める方
　２．警備官（社会人）
　　�　昭和 49 年４月２日以降に生まれた方（上

記１⑴に規定する期間を経過した方及び人事
院がそれに準ずると認める方に限ります）

◆受付期間
　�《インターネット》
　�　７月 22 日㈫　９：00 ～７月 31 日㈭
　《郵送または持参》
　　�７月 22 日㈫～７月 25 日㈮
　　※�できるだけインターネット申込みを利用し

て下さい。
◆第１次試験
　　９月 28 日㈰
◆第１次合格発表
　　10 月 15 日㈬
◆第２次試験
　　10 月 28 日㈫～ 10 月 30 日㈭
◆最終合格発表
　　11 月 25 日㈫

入国警備官採用試験




